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親愛 な る ムスリム の 皆様 。 祭 高 な る アッ ラ 
ー は 、 人 間 を 、 精 神 的 、 肉 体 的 能力 の 観点 か 
ら 、 生 き 物 の 中 で 最も 完成 され た も の と され 
ま し た 。 特別 な も の と し て 、 人 間 に 、 考 える 
還 話す 力 を 与え られ 、 自 分 ) の 思い を 明らか 

に で きる よう に 、 特 別 な 舌 を 与え られ た の で 
す 。 

崇高 な る アッ ラー は 、 人 間 に と っ て 舌 が 重 
要 な 恵み で ある こと を 、 「 ま た 一 つの 舌 と 二 
つの 大 を 」 (町 章 第 9 節 ) と いう 章 句 で 示さ れ 
て いま す 。 舌 を 用 いて 話す 全て の 言葉 が 、 天 
使 に よっ て 記録 され て いる こと も 、 次 の 章 句 
で 明らか に され て いま す 。 「 見 よ 、 右 側 に ま 
た 左側 に 邊 っ て 、2 人 
の (守護 の 天使 の ) 監 
視 者 が 監視 する 。」 
(カー フ 章 17 節 ) さら 
グル アー シン は ほ は 、 書 が 、| 
審判 の 日 、 そ の 持ち 主 
に つい て よい こと 、 悪 
いこ と を 立証 する と し 
て いま す 。 「 そ の 日 、 
か れ ら の 舌 と 手 と 足 は 
その 行っ た こと に 就 い 
て か れ ら に (不利 な ) 
立証 を する 。」 ( 御 光 
章 24 節 ) 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 舌 は 、 一 つの 鍵 
の よう で す 。 善 の 扉 も 、 悪 の 扉 も 、 開 く こ と 
が で きま す 。 だ か ら 、 私 た ちの 口 か ら 出 る 言 
葉 に 注意 し 、 知 性 や 信心 の F か すす 本 1 
て か ら 話 すべ き で す 。 考え な し に 口 に する 言 
葉 は 、 時 と し て 相手 を 怒ら せ た り 、 不満 を 抱 
か せ た り 、 け ん か の も と に な っ た り 、 様 々 な 
よく な い 状 況 を も た ら す こと が あり 、 ま た 人 
間 関 係 を 壊す こと も ある 、 と いう こと を 忘れ 
な いよ うに し な けれ ば な り ま せん 。 だ か ら 、 
最も よい 言葉 を 用 いな けれ ば な ら ず 、 ま た 場 
所 を わき まえ ず 思 いつ く こ と を 何で も 話し た 
りす る こと も 放 け な けれ ば な り ま せん 。 上 祭 高 
な る アッ ラー は 、 こ の 点 に つい て 次 の よう に 
仰せ られ まし た 。 「 わ れ の し も で に 告げ な さ 
い 。 | か れ ら (ムスリム ) は 何事 で も 最も 丁 
重 に 物 を 言い な さい 。』 時 魔 は せ 、 か れ ら ( 不 
信者 ) と の 間 に (紛争 の ) 種 を 導く 。 本 当 に 
悪魔 は 人 間 の 公然 の 英 で ある 。」 ( 夜 の 旅 章 


5S3 節 ) アッ ラー は 、 英 知 を 伴っ た よい 言葉 で 、 


人 々 を 教え に 宮 か な けれ ば な ら な いこ と 、 





そし て 優し い 言 葉 が どれ ほど 大 切 で ある か と 
いう こと を 教え られ て お られ ます 。 さらに 
誠実 な 振舞 いと よい 言葉 が 、 そ の 人 を アッ ラ 
ー の 御前 に 到達 させ る で あろ うこ と を 述べ ら 
れ 、 言 葉 に よっ て 人 々 を 傷つけ る 者 を 非難 さ 
れ て お られ る の で す 。 

預言 者 ムハンマド は 、 人 を 人 罪 に 陥れ る 一 番 
の 器官 が 舌 で ある こと に 、 注 意 を 喚起 され ま 
し た 。 ア ッ ラ ー の 御前 に お いて 最も 価値 の あ 
る 信者 と は 、 手 に よっ て 、 そ し て 言葉 に よっ 
て 他人 に 害 を 与え な い 人 で ある こと を 明らか 
に され まし た 。 教 友 の 一 人 が 「 ア ッ ラ ー の 使 
徒 よ 、 私 に 、 細 心 の 注意 を 払う べき こと に つ 
いて 思 告 を 与え て くだ 
さい 。 」 と 言っ た 際 、 
預言 者 は 「 私 の 神 は ア 
ッ フ ラー で ある 、 と 言い 
な さい 。 その道 で いる 
よう に し な さい 。」 と 
いわ れ ま し た 。 教 友 は 
さら に 、 「 罪 を 犯す 、 
と いう 点 で 、 最 も 注意 
すき こと は き 但 で し ょ 
う か 。 」 と た ず ね まし 
た 。 預言 者 は 、 手 で 舌 
を 示さ れつ つ 、 「 こ れ 
で す 。 」 と お っ し ゃ ら 
も ま UE 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 正 し く 、 よ い 言 
葉 を 語る こと を 、 私 た ちの 教え は サダ カ だ と 
見 な し 、 こ の よう な 言葉 が アッ ラー の 御前 に 
お いて は 善行 を 得る 媒介 と な りえ る こと を 教 
えて いま す 。 だ か ら 、 ム スリ ム は 優 しい 言葉 、 
失 顔 を 持ち 、 誰 も 傷つけ る こと の な いよ うに 
し な けれ ば いけ な い の で す 。 これが 信者 に ふ 
さわ し い 振 舞い な の で す 。 中 傷 、 嘘 、 陰 口 、 
うわ さ を 広 め る こと 、 関 係 を 壊す こと 、 な ど 
の 、 教 え が 禁 じ て い る こと を 話し 、 ま た それ 
を 聞く こと は 、 絶 対 に 避け る 必要 が ある の で 
す 。 

ここ で 述べ る 次 の 章 句 を 、 常 に 
OLS AS し の 。 

「 慈 悲 深 き 御 方 の し も べた ち は 、 謙 虚 に 地 
上 を 歩く 者 、 ま た 無知 の 徒 (多神教 徒 ) が 話 
し か け て も 、「 平 安 あ れ 。」 と (所 拶 し て ) 
言う 者 で ある 。」 「 嘘 の 証言 を し な い 者 、 ま 
た 無駄 話 を し て いる 側 を 通る 時 も 自重 し て 通 
り 過 ぎる 者 。」 (識別 章 63 節 ・72 節 ) 
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